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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
愛媛県　定松です。
愛媛では昨年基礎コース研修を11月2日・3日　POTTプログラムIN愛媛として二日間開催しました
11月2日は愛媛県介護福祉士会主催　3日は公開研修会として開催しています
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
介護福祉士会の研修ではほとんどが介護職で各施設1名での参加がほとんどでした。
食事介助で困っていることとしての記載内容ではとにかくわからない自信がない　不安といったワードが多かったことが印象に残っています。
施設や在宅の場では介護職員が直接的に介助する機会が圧倒的に多いのが現状であるがそこに判断のよりどころのないまま日々のケアに当たっていることがうかがえます。
現場では食堂で座位での食事介助が多いことからこの、この日の研修では車いすポジショニングと食事介助・体験を全員が体験できるように演習時間をしっかり確保することと演習中もグループ内でフィードバックを行い
ながら体験を言語化共有できるようにしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スキルチェック表点数では研修前ベッド上8点　車いす10点から研修後は13.7点　車いす15点と上昇。研修中も活発に熱心に意見交換があり、経験的学習により知識や技術への転換を図ることができ、ケアの中への気づきとして言語化することができています。
またスキルチェック表やファシリテーターの丁寧なサポートにより観察のポイントや実践の根拠を知ることができ、自信を持ってケア実践へ移行できるように進化していく様子が研修生の生き生きとした表情からもうかがえました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2日目は公開研修会の形で行いました。
参加者は急性期の看護師や回復期リハ系の介護職・施設在宅系の多職種が参加されましたがPOTTプログラムは初めての方がほとんどでした。
食事に姿勢が本当に関係するのかといった素朴な疑問から、実践の中での姿勢崩れや食事時間の延長など具体的困難事例まで様々な悩みをもって参加されておられました。
この日は同施設から同職種で2～3名ずつが参加されておりグループ内に2名一緒に受講できるようにしつつ各期ごとにグループ分けを行い状況や対象とする利用者像の共有が行いやすいようにしました。



A INF =7 B8 (v FE) 11/3

m i ERET12.2 m i fEE15.8

19

i

2 3 4 &5 6 T 8 9 11 12 13
i 15 Mo

18 18
17
16 16
15 5
14 14
1 1
1 1
| | 1 | |
| | I ‘

16 17 18 19 20 21 292 23 24 o5 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

A¥NTF v 7F (BEFF) 11/3

[l 328 m FRERT-TF012.5 wmEfF{EHE 0 Fi916.5
B =] & 75
221 21 21 221

i

WHENo

HHEDSEIZE

mRSE(CoT: RN ER NS
pid[E]ES

=

AFXFINLTF v IRILHY RA
v REEA LT W

RA Y EAbhh b ERSDE
e L < -7z

SFET [=REESZ] ZEErYEZTEELT,

[ REICRIDLTEHRTERNS ] HEroZXRA0RG - FREBDEZH
HIFTCICRRNZ EATEFE L,

B >T-ETHT7TEBZENBEEICARY LT
EEHEBEARES T EREENL TOWAANLCELRZEBATBIINTWS
OOEICAE Y ¥ L7z, SHOMESZSEIZC > THAETREATT,
FREEHETCHED =TT, HELEBEITNIEESHEWCEHPRATE

xL7,

iRRE)
BEMOBEAFEY B THEIL TOWEZLWAESIREL TWIFIZL WD
BigChRIcE CHMEE L TIE LWL


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
結果スキルチェック点数の変化です。介護福祉士会の時に比べて研修前の点数は平均が12点と高いのですが研修後の平均点数はそれぞれ15点＾16点とあまり上昇がみられませんでした。アンケートコメントにもありましたが、
具体的な事例をもって研修参加していたこともありポイントがわかったことで採点の目が厳しくなったことも考えられます。
自由記載では（食べさせる）視点から自分で食べるという視点へのシフトチェンジができたことや具体的に改善しなければならないことが見えたとのコメントがありました。
同時に介護職が看護師へまたSTなど多職種への発信をどう行っていけばよいかといったジレンマも抱えておられ技術伝承・定着へのプロジェクトの役割も見えてきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに1月にはPOTT タオル販売開始に合わせて地方紙にPOTTプログラムの取り組みと食事姿勢についてを紹介していただきました。
福祉用具を使うこと使わないことの是非も含めて各方面から様々なご意見や問い合わせもいただきました。
円パイの人や姿勢が崩れてしまう人など多くの人が食べることに何らかのお困りごとを持っていることも実感として感じています。
姿勢を整える・・
身体の軸となる体幹の安定性を持たせることで顎位の安定と四肢の操作性が向上し結果、自分で食べる・自立への支援に繋がります。各方面の方もここを何を使ってどうサポートするかということにポイントが置かれていることに変わりはありません。
実践を通して、ファシリテータも相互成長を実感しました。
また今後の課題として姿勢の見方を含めた研修会の積み重ねにより更なるスキルアップと活動の継続普及の必要性を感じています。
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